
午
前
十
時
か
ら
は
、
つ
ど

え
～
る
パ
ソ
コ
ン
教
室
・
重

政
講
師
の
指
導
で
「
う
ち
わ

作
り
」
。
好
き
な
図
柄
や
自

分
の
写
真
を
パ
ソ
コ
ン
に
取

り
込
み
、
印
刷
し
て
貼
り
付

け
る
と
出
来
上
が
り
。
虫
や

花
柄
な
ど
が
入
っ
た
「
可
愛

い
う
ち
わ
」
や
「
楽
し
い
う

ち
わ
」
に
思
わ
ず
笑
み
が
こ

ぼ
れ
て
い
ま
し
た
。

午
後
二
時
か
ら
は
小
学
生

を
対
象
と
し
た
折
り
紙
ヒ
コ

ー
キ
作
り
が
行
わ
れ
、
約
三

十
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

講
師
は
井
原
町
下
町
の
瀬

尾
英
夫
さ
ん
。
Ａ
４
サ
イ
ズ

の
紙
を
使
っ
て
様
々
な
形
の

折
り
紙
ヒ
コ
ー
キ
作
り
を
楽

し
み
ま
し
た
。
記
録
会
も
同

時
に
行
わ
れ
、
飛
行
距
離
の

計
測
が
始
ま
る
と
、
子
供
た

ち
は
真
剣
な
表
情
で
挑
戦
し

て
い
ま
し
た
。

結
果
、
井
原
小
学
校
六
年

田
原
博
己
君
が
１
４
ｍ
を
飛

ば
し
、
第
１
位
で
し
た
。

「
発
想
を
ノ
ー
ト
に
書
き
留

め
将
来
に
生
か
す
」
と
い
う

持
論
を
展
開
し
て
い
る
樋
口

健
夫
氏
の
講
演
会
（
主
催
＝

井
原
線
ま
ち
お
こ
し
ネ
ッ
ト

・
共
催
＝
市
民
活
動
セ
ン
タ

ー
）
が
七
月
二
日
、
つ
ど
え

～
る
で
開
か
れ
、
約
三
十
人

が
受
講
し
ま
し
た
。

講
演
は
「
ア
イ
デ
ア
マ
ラ

ソ
ン
de
井
原
線
活
性
化
」

と
い
う
タ
イ
ト
ル
。
元
商
社

マ
ン
と
し
て
の
海
外
経
験
を

盛
り
込
ん
だ
ユ
ニ
ー
ク
な
話

し
は
約
一
時
間
半
に
及
び
、

二
部
で
は
四
人
一
組
に
な
っ

て
、
井
原
の
新
し
い
祭
り
に

関
す
る
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合

い
発
表
し
ま
し
た
。

井
原
線
の
利
用
促
進
に
つ

な
が
る
こ
と
も
意
識
し
な
が

ら
「
駐
車
場
を
減
ら
し
て
鉄

道
利
用
者
を
増
や
す
」
「
病

院
な
ど
を
除
き
、
電
気
を
使

わ
な
い
夜
を
設
け
る
」
「
一

週
間
、
地
区
ご
と
に
イ
ベ
ン

ト
を
実
施
す
る
」
と
い
っ
た

意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
・
つ

ど
え
～
る
に
登
録
を
し
て
い

る
十
三
団
体
が
八
月
十
九

日
、
初
め
て
の
連
絡
会
議
を

開
き
ま
す
。

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
市
民

推
進
室
で
は
「
お
互
い
が
自

由
に
情
報
交
換
す
る
こ
と
で

協
力
が
可
能
な
事
柄
も
見
い

だ
せ
る
は
ず
」
と
し
て
、
期

待
を
寄
せ
て
い
ま
す
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
井
原
日
中
友

好
経
済
交
流
協
会
主
催
に
よ

る
岡
山
県
友
好
都
市
の
中
国

江
西
省
雑
技
団
井
原
公
演
が

八
月
二
十
九
日
と
三
十
日
の

二
日
間
、
井
原
市
芳
井
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま

す
。文

化
、
芸
術
へ
の
理
解
を

促
進
す
る
と
共
に
、
青
少
年

の
健
全
育
成
と
文
化
ス
ポ
ー

ツ
交
流
の
一
環
と
し
て
開
催

さ
れ
る
も
の
で
す
。

◇

◇

■
入
場
料

大

人

１
０
０
０
円

小
中
学
生

５
０
０
円

■
入
場
整
理
券
販
売
所

ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
イ
フ
井
原

芳
井
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

美
星
有
償
運
送
事
務
所

（
美
星
支
所
前
）

つ
ど
え
～
る
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つ
ど
え
～
る
を
Ｐ
Ｒ
し
て
市
民
活
動
の
底
辺
拡
大
を
図

ろ
う
と
、
井
原
夏
ま
つ
り
に
合
わ
せ
た

２
０
０
８
つ
ど

え
～
る
祭
り

が
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

う ち わ 作 り
紙ヒコーキ作り

自然の鼓動と共鳴する君の手のメッ

セージが届く

そして友たちの声が響きはじめる

杜から展望するものは何だろう…

杜の人はアートな人なのか

里山を舞台に自由に発言するアート

の領域をあなたがつくる３日間です

「メッセージ２００８・欅の杜から」展



地
球
温
暖
化
の
危
機
が
叫

ば
れ
て
い
る
な
か
、
雨
水
な

ど
の
二
次
利
用
水
を
道
路
へ

ま
い
て
気
温
を
下
げ
よ
う
と

い
う
イ
ベ
ン
ト
が
全
国
各
地

で
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。
初

日
の
七
月
二
十
二
日
に
は
、

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
・
つ
ど

え
～
る
前
で
も
実
施
さ
れ
ま

し
た
。

主
催
し
た
の
は
１
０
０
万

人
の
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト
ｉ

ｎ
井
原
駅
実
行
委
員
会
で
、

市
民
団
体
関
係
者
ら
約
五
十

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

午
前
十
一
時
半
か
ら
、
つ

ど
え
～
る
北
隣
り
の
倉
橋
さ

ん
の
畑
に
あ
る
手
押
し
ポ
ン

プ
を
借
り
て
地
下
水
を
く
み

上
げ
正
午
、
一
斉
に
歩
道
へ

打
ち
水
を
開
始
。
本
当
に
気

温
が
下
が
る
か
半
信
半
疑
だ

っ
た
参
加
者
も
、
３
８
・
５

度
を
指
し
て
い
た
温
度
計
が

五
分
程
度
で
３
６
度
台
ま
で

下
が
る
と
「
え
ー
っ
、
ず
い

ぶ
ん
違
う
も
の
で
す
ね
」
と

驚
い
て
い
ま
し
た
。

今
年
五
月
に
ス
タ
ー
ト
し

た
つ
ど
え
～
る
パ
ソ
コ
ン
講

座
は
、
十
歳
か
ら
八
十
六
歳

ま
で
の
男
女
三
十
五
人
が
受

講
中
。
講
座
は
二
部
門
に
分

か
れ
て
お
り
「
つ
ど
え
～
る

で

は
じ
め
～
る
」
の
無
料

講
座
は
ス
イ
ッ
チ
の
入
れ
方

に
始
ま
り
、
文
字
の
打
ち
方

な
ど
を
学
び
ま
す
。
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
だ
け
で
も
体
験
し

た
い
と
い
う
方
に
は
特
に
お

薦
め
で
す
。
（
年
会
費
要
）

一
方
、
有
料
の
「
つ
ど
え

～
る

で

な
ら
え
～
る
」
は

文
書
作
成
能
力
が
高
ま
る
よ

う
な
学
習
方

法
を
採
り
入

れ
て
成
果
を

上
げ
て
い
ま

す
。

井
原
町
ま
ち
づ
く
り
の
会

（
三
宅
秀
治
会
長
）
の
鬼
ま

つ
り
実
行
委
員
会
が
八
月
四

日
、
井
原
公
民
館
で
開
か

れ
、
町
内
の
自
治
連
合
会
長

や
少
年
団
育
成
会
長
ら
約
四

十
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

同
会
は
地
域
活
性
化
を
目

指
す
団
体
で
、
今
年
四
月
に

は
小
田
川
堤
の
桜
ま
つ
り
を

企
画
し
、
約
五
百
人
の
参
加

を
得
ま
し
た
。
五
月
に
は
島

根
県
雲
南
市
へ
行
政
視
察
に

出
向
く
な
ど
、
各
イ
ベ
ン
ト

を
通
し
て
住
民
交
流
を
図

り
、
環
境
問
題
に
も
力
を
注

い
で
い
ま
す
。

議
題
の
井
原

町
鬼
ま
つ
り
交

通
安
全
パ
レ
ー

ド
計
画
案
（
十

月
二
十
六
日
）

に
対
し
て
「
参

加
す
る
に
は
地

元
神
社
関
係
者

の
同
意
を
得
る

必
要
が
あ
る
」
、
「
各
地
区

か
ら
鬼
を
十
人
出
し
て
欲
し

い
と
言
わ
れ
て
も
自
治
会
役

員
に
決
定
権
は
な
い
」
と
い

っ
た
意
見
も
あ
り
ま
し
た

が
、
可
能
な
範
囲
で
の
協
力

を
求
め
ま
し
た
。
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【１階】使用無料

交流コーナー・ミーティングコーナー・

情報コーナー・インターネットコーナー

・作業コーナー・パソコンコーナー・展

示コーナー・育児ルーム

注）コピー印刷等は実費要

注）本施設は公益的事業以外の目的には

使用できません。詳しくは事務局へ

【２階】有料会議室（机15・椅子30）

9：00～17：00

１時間あたり ２００円

17：00～21：00

１時間あたり ３００円

冷暖房は１時間あたり １００円

【休館日】月曜日、祝日、年末年始

注）ただし月曜日が祝日の場合は、翌日

の火曜日が休館

協力 ／ 井原市社会福祉協議会 井原放送㈱ 中国新聞井原販売所

つ ど え ～ る ご 利 用 メ モ

①県主地区盆踊り大会

とき：平成２０年８月１３日

午後７時３０分～

会場：県主小学校運動場

②鳥羽踊り子供伝承教室

とき：毎月第２・第４土曜日

１０：００～１２：００
会場：県主コミュニティハウス

※小学１年生～６年生まで

17名参加しています。

③隠岐郡海士町との児童交流事業

とき：８月２２日～２４日
「本年度は県主小学校22名の子供

と引率者７名が訪問します。本事

業は後鳥羽上皇との縁で平成９年
より毎年、約20名の児童が交流を
深めています」(代表 尾山立志)

とき：９月２７日

１４：００～１５：３０

講師：絵本作家

シンガーソングライター
こんの ひとみ 先生

演題：「小さな声を

受け止めていますか？」

とき：１１月３日
集合：井原駅 9：00～9：30
出発：9：45
行程：井原駅→廉塾（神辺町）

参加費：無料

※弁当は各自用意か井原線まちお
こしネットへ(090-3746-8142)

事務局：090-7590-1529（衣笠）

ミ

ニ

情

報

写
真
＝
つ
ど
え
～
る
前
で
昔
な
が
ら
の
打

ち
水
を
楽
し
む
参
加
者

０
８
打
ち
水
大
作
戦

〔・印はＮＰＯ法人〕
備中西商工会青年部美星支部

（代表 川上 直哉）
・まちづくり岡山ネットワーク

（代表 吉澤万千子）
・井原市福祉をよくする会

（代表 落合 清三）
欅の杜塾

（代表 佐藤 清）
鳥羽踊り保存会

（代表 尾山 立志）
・プラント

（代表 吉原 正敏）
井原町まちづくりの会

（代表 三宅 秀治）
新現役の会井原支部

（代表 森 岑生）
・はっぴいひろばとまとさん家

（代表 川相 肇）
・井原はばたき会

（代表 中島 知子）
１００万人のキャンドルナイト
ｉｎ井原駅実行委員会

（事務局 上田 勝義）
井原ＢＢＱ

（代表 細羽 宏子）
・市民交流ネットワーク井原

（代表 大坪 正廣）

つどえ～る登録団体

つ

ど

え

～

る

パ
ソ
コ
ン
講
座

■鳥羽踊り保存会の活動 ■井原市成人大学講座①

■第５回旧山陽道を歩く会


